


あれから 3 年…。 マ

ドックス家にもようや
く春が訪れていた。 だ

が、その春はあまりに

も短〈 一夜のうちに色
槌せてしまった。 古い

一通の電報が次男ポー

ルの出生の秘密を暴い

てしま っ たのだ…。

ウィル「たとえ実の子

でなくても 25年間も育
てて来たんだ。 おまえ
は私の息子だ lJ

ポール「父を獲しに行
くよ 。 自分が誰か知り

たいんだ。」

悲嘆にくれるウィルの

耳には妻のなぐさめの

言葉も聞こえない。一

層かたくなになるだけ
fごった 。

ウィル「私は息子をうしなったん t: ・ .. J 

フラン「あなたに大切なのは息子とトロフィーなのネ 」

そう 言い残すと妻は娘のサンディーを連れて家を出た。

そんな時、妻と娘を事故で失ったショックから立直っ

た長男のトニーが父の事業を継ぐべ〈帰って来た。 トニ

ーは父のウィルに対して決然と言う 。

トニー「私がNO.l 、そ

して私の片腕力対日 2 J 

ウィル「引退しろとい

うのか I?J 

トニー「役員になって

もらいます。 月に一度
僕が会う …」

ドね|
一方、父を慢す旅に出たポールは旅先てー美しい娘ジャ

ッ キーに出会い恋に落ちていた。 そして、実の父とめぐ

りあ っ た後ジャ ッ キーの口から思わぬ言葉を開いた。

ジャッキー「私はウィル・マドックスから大金をもらっ

てあなたの父を複すために雇われたの/…でも …あなた

を愛してしまったワ … 」
ポール「なぜだ/ ・ー なぜなんだ/ …」 涙で頬を濡らし

て走り去るジャ y キーをただ無言で見つめるポール・・ 。
ヨハネスブルグから少し離れた別荘地、川を見下ろす

別荘て" ' ，j予かに暮すフラ ン とサンディー母娘。 訪れたネイ

テ ィ に 2 人は喜びの表情を隠しきれない。 抱きあう 3 人
を避暑地のやさし い光が包む..。

フラン「来てくれたの

ね、ネイティ …」

ネイティ「私は過去に

二人の女性を愛した-。

そして、二人ともウィ

ルと結婚した …」

フラン「ネイティ …あ

なたはいい人ネ ・ 」

ネイティ「フラン、 ウィ

ルの所へ帰ってくれ /J

夜 . • "7ド ッ クス家のドアを叩〈人彫がある 。 サ ン デ

イーだ / 孤独な父は満面の笑みと涙てι娘を抱きしめる 。

サンディー「パパと一緒に暮したかった ・ 」

ウィル r(黙って領<) い きあ、コーヒーが冷めるよ」

再び笑いを取り戻した父娘にトニーから朗報が入 っ た 。

念願だっ たロパーツ湾開発を落札し、新たに予を出した

レコード部門もミリオン・セラー

を記録したというのだ。 その陰には
秘書スコティのやさしい愛があっ た。

トニー「一緒にいてくれるネ…」

スコティ「永遠に?…」
トニー「ああ、秘書は落第だ/ ・」 lvdi 
トニーは夢中だっ た 。 r事業の手腕で父に勝っ た I J。

そして今秘書のスコティの愛も手に入れた。 そ ん な人生
の絶頂期に、突然、神に召される一一一。 かけつけたポー

ルやネイティー、サンディーの言葉も父は頑として受け

つけなかった。

ポール「パパは忘れて

いる トニーは僕の兄

いなくなった…」
サンディー「パパ .. . tム

がパパに孫をあげるワ 」

ウィル「でも ・・ マドッ

クスじゃない…」

ネイティ「ウィル、人

生に何が起ったかは問

題じゃない/

どう対処するかが問題なんだ・・ / J

ウィル「私は今まで神に近づかなかった-。 また誰かを

失うなら、私が走って死ぬべきだ ・ 」

ウィル ・ マド ッ クスは大陸横断の 150 キロマラ ソン に出

場する 。 もう若くはない ・・ 。 老いた肉体に とって最後の、

そして、命がけの挑戦だっ た・1
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